
（様式１－１）
令和４年度 学校評価報告書 大牟田市立天の原小学校（ＮＯ１）

学校教育目標 志を持ち，自ら考え行動できる児童の育成 重点目標 目標をもち，自分で考え表現する子供の育成

評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画
重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 評価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案）

○基礎学力の定着に係る取組の実施 ○市販テストでの達成 ○３・４・５・６年生の算数では，少人数 ・学校の自己評価は適切である。 ・習熟度別指導の継続・拡充を図り，
学力の向上 ・天の原タイムでの基礎問題の繰り返し ・学期末テスト期待得点達成 ３ による習熟度別学習を行い，学力の定着 Ａ ・目標達成の為の取組の成果が見 基礎学力の定着に努める。また，

（漢字，視写等） 児童８０％以上 及び学ぶ意欲の向上を図った。 られる。 家庭学習においてもＩＣＴ（タブ
重 ・家庭学習強調旬間の実施（学期２回） ○家庭学習の取組９０％以上 ○めあてとまとめの整合がとれた授業が ・子どもたちが主体的にめあてや レットPC）の活用を推進する。

○めあてと振り返りのある授業の実施 ○学習に関する意識（自己効力感） 多く見られるようになってきた。 まとめを考えることはとてもい ・ペアやグループを通して，考えを
・毎時間，課題意識をもたせる導入 ・児童３Ｐ以上（４段階評定） ４ ○自分の思いや考えを書き，それを基に話 Ａ いことだ思う。 つくる（書く）活動，考えを交流

点 ・毎時間，内容と学び方の振り返り し，聴き合う学び方が定着してきている。 ・基礎学習に係る家庭学習を習慣 する（話す・聴く）活動の徹底，
○考えを交流する授業の実施 ○学習に関する意識（思考力・表現力） ○「学びの名人」の共通実践により，学 化することが大事であり，家庭 定着を図り，小中９か年を見通し
・１時間１回以上ペアやグループでの交流 ・児童３Ｐ以上（４段階評定） ４ 習規律や学び方が定着してきた。 Ａ の協力を得ながら行ってもらい た学び方の定着を図る。

目 ・ノート指導と評価（週１回以上） ○児童の身近な環境問題に対する関心意 たい。 ・学習規律（時間厳守等）と支持的
○学習規律，学び方の指導と評価の実施 ○学習に関する意識 欲が高まった。 ・少人数体制の効果が表れており 風土づくりへの取組の徹底を図る。
・「学びの名人」「振り返りカード」（月１ ・児童３Ｐ以上（４段階評定） ４ △学習規律の徹底と少人数体制の更なる工 Ａ 更なる工夫をお願いしたい。 ・本年度の海洋教育の活動実績をも

標 回）を活用した指導と評価 夫，基礎学習に係る家庭学習のあり方 ・子どもたちに国語の力（読解力 とに，児童の環境に対する意識が
○海洋教育の充実 ○海洋教育に関するアンケート （タブレットPCの活用等）が課題である。 等）を身に付けさせるために， より高まるよう，カリキュラムや
・必然性のある体験活動の位置付け ・児童３Ｐ以上（４段階評定） ３ Ａ 指導の充実に期待している。 学習内容を見直していく。

に ・探究的活動を促すストーリーマップ
○「あ・そ・ふ・じ・さん」の取組への評 ○「挨拶・掃除・服装・時間・さん付け」 ○挨拶チャンピオンや挨拶ボランティアの ・学校の自己評価は適切である。 ・基本的な生活習慣（挨拶・黙々掃

人間関係力と 価の実施 への意識 取組により，立ち止まって挨拶するなど ・学力以外の取組も評価できる。 除・靴揃え・名札着用・時間を守
関 自尊感情の向 ・挨拶運動取組期間の設定と評価 ・児童３Ｐ以上（４段階評定） 気持ちのよい挨拶をする児童が増えた。 ・基本的な生活習慣の定着に向け る・「さん」付け等）の定着を図る

上 ・清掃リーダーの評価と児童の評価 ○６年生をリーダーとして時間いっぱい た取組はとても大事なことなの 取組を徹底する。
・名札100％に向けた指導と評価（日常） ４ 掃除する姿が見られる。 Ａ で，継続していって欲しい。 ・互いに認め合い，差別や偏見，い

す ・かかと揃えに向けた指導と評価（日常） ○靴やトイレのスリッパのかかとをそろ ・期間を設けての挨拶運動の取組 じめを許さない支持的風土に支え
・チャイム席に向けた指導と評価（日常） えて並べたり，名札をきちんと付けた は，子どもたちが意識して挨拶 られ，言語環境が整った学級づく
・「さん」付けのその場指導（日常） りする児童が増えた。 に取り組むために効果的だった り（道徳科・学級活動(1)の充実）

る ○「ありがとう」「ごめんなさい」等の優 ○優しい言葉遣いへの意識 ○学級活動や行事等と道徳を関連させ， と思う。 を目指す。
しい言葉遣いへの評価の実施 ・児童３Ｐ以上（４段階評定） ４ めあてをもたせて活動に取り組ませた Ａ ・地域でも子どもたちのよいとこ ・積極的に児童の伸びやよさを褒め

・「ありがとう」等その場指導の徹底 ことで，児童の各活動での充実感につ ろを認めながら声かけを行って る指導を徹底する。
評 ○学級活動の充実と友だちのいいところ見 ○生活アンケート（自己概念） ながった。 いきたい。 ・児童会活動や各行事との関連を図

つけの評価の実施 ・０．９Ｐ以上（１．５ｐ中） △友達に「さん」を付けて呼称する言葉遣 ・児童，地域，見守り隊，保護者 り，縦割り活動を充実させ，上級
・毎日の帰りの会等での児童，教師の評価 ○生活アンケート（友だちとの関係） ３ いや生活アンケートの自己概念がまだ低 Ａ が校門前で挨拶運動を行うこと 生のリーダーシップが発揮できる

価 ・話合い活動，集会活動の充実 ・１．１P以上（１．５ｐ中） い傾向にある。相手の気持ちを考えた も効果があると思う。 場を仕組むことで，達成感や有用
言葉遣いの指導を継続していく。 感を得られるようにする。

○体育学習での運動量60％以上の確保 ○体育の授業への意識 ○体育の時間はたくさん動く，素早く動く ・学校の自己評価は適切である。 ・体育の学習時間の中での敏捷性に
体力の向上 ・移動は必ず走ることの徹底 ・児童３Ｐ以上（４段階評定） ４ という目標を達成できた児童が増えた。 Ａ ・体力向上の評価も十分と思われ 係る取組を推進する。

・主運動の時間の確保（35分以上） ○業間休みや昼休みの時間，たくさんの る。 ・大牟田っ子検定等を活用し，一年
○外遊びの奨励の実施 ○外遊びへの意識 児童が外で遊ぶ姿が見られた。 ・敏捷性を高める時間と場を確保 間を見通した全校運動を実施する。
・週３回の遊ぶ時間を設定 ・児童３Ｐ以上（４段階評定） ４ ○柔軟運動を取り入れた準備運動に取り組 Ａ して，向上に努めて欲しい。 ・学年学級における集団遊びを計画
→朝休み・中休み・昼休み み，児童の意識を高めることができた。 ・休み時間は，先生方もなるべく 的に実施し，みんなで体を動かす

○走力と柔軟性を高める運動等の実施 ○敏捷性と柔軟性に係る体力テストでの達 △体力テストの結果（特に敏捷性）に応 一緒に運動場に出て，外遊びが 楽しさや充実感を味わわせるよう
・体育学習の準備運動での取り上げ 成 ３ じた取組の工夫が必要である。 Ａ 大好きな子を育てて欲しい。 にする。
→おおむたっ子ストレッチ ・児童３Ｐ以上（４段階評定）

○早期発見・早期解消の取組の実施 ○認知したいじめの早期解消 ○各種アンケート調査やSC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)と ・学校の自己評価は適切である。 ・各種アンケートと，教育相談や児
い 認知したいじ ・毎月の児童アンケート，教師チェック等 ・４ヶ月以内の解消100％ の連携した取組，いじめ防止対策委員会 ・今日的な課題であり，今後も解 童理解会議，いじめ未然防止の対
じ めの解消 ・毎回，アンケート結果に基づく教育相談 と児童理解会議の計画的な実施ができ， 消に努めて欲しい。 策等に関する職員研修の関連を図
め ・関係者会議での状況，取組の共有 ３ 共通実践につながった。 Ａ ・今後もSC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)や関係機 り，支援体制の整備を進める。
防 ○教職員のいじめに特化した研修の実施 △外部講師等を活用し，いじめ防止や対 関との連携を進め，いじめの未 ・SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)等を活用し，いじ
止 ・職員研修（学期１回） 応等に関する研修を計画的に行う。 然防止，早期対応に努めて欲し め防止に係る具体的対応，組織的

・いじめ防止対策委員会（年３回以上） い。 対応の充実を図る。
○未然防止，早期解消の取組の実施 ○不登校傾向児童 ○アンケートや毎日の欠席状況の把握，配 ・学校の自己評価は適切である。 ・学校生活アンケートの結果の共有

不 不登校児童の ・毎月の児童アンケート，毎週の欠席状況 ・80％減少 慮を要する児童についてSSW（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙ ・不登校については自分が安心で とその対応等について組織的対応
登 減少 とその結果に基づく教育相談 ３ ﾜｰｶｰ)と連携した取組が実施できた。 Ａ きる居場所が大切だと考える。 を推進する。
校 ・関係者会議での状況，取組の共有：適宜 △不登校児童へのマンツーマン対応の充実 そのためにも，学級経営を大事 ・SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)，SSW（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜ
防 ○福岡アクション３等の実施の徹底 ○長期欠席児童（30日以上） や関係機関，保護者との連携等を含め にして欲しい。 ｰｶｰ)，保護者，関係機関等との連
止 ・マンツーマン対応，３日連続欠席児童対 ・前年度より減少 ４ 組織的な対応の充実を図る。 Ａ ・家庭の協力を得ながら進めて欲 携を進め，マンツーマン対応の充

応等 しい。 実を図る。
○定時退校日の学年設定とその実施 ○時間外勤務時間 ３ ○校支援（PC）の回覧板機能の活用が定 Ａ ・学校の自己評価は適切である。 ・働き方改革委員会を定期開催し，

働 教職員の適正 ・毎週１日の設定と職員室黒板への明記 ・総時間90％減少 着し，会議資料等の準備の効率化が図 ・先生方の働きやすい職場づくり 実態の共有と業務改善を進める。
き な勤務 ○働き方改革委員会等による取組の推進 ○働き方改革に関する意識 られている。 に努めて欲しい。 ・行事等を見直すとともに，会議や
方 ・昨年度比１ ・毎月，時間外勤務状況の把握と対応の共 ・教師３Ｐ以上（４段階評定） ３ △前面黒板への定時退校日の明記や声かけ Ａ ・水曜日の研修の内容を充実させ 研修の行い方を工夫して，職員の
改 割減 有 など行っているが，業務内容の見直しな た上で，他の曜日での先生方の 放課後の時間を確保する。
革 ・学期１回の校内研修による取組の検討 ど組織的な取組が今後の課題である。 時間的余裕をつくって欲しい。 ・定時退校日の取組を継続し，その

子どもの居場所づくりも必要。 実施を徹底する。
◇ 評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）

・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである



（様式１－２）
令和４年度 学校評価報告書 大牟田市立天の原小学校（ＮＯ２）

評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画
領 域 評価の観点 評価指標(①取組指標または②成果指標) 評価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案）

年間指導計画や週案作成 ○行事等の反省（随時）と年間計画の見直し（年３回）
３

○習熟度別学習に組織的に取り組み， Ａ ・学校の自己評価は適切である。 ・主題研修と関連させ，書く活動，話す
教育課程 ○週案作成と提出（毎週）とコメント書き 学習面で支援を要する児童にきめ細 ・計画的な学習指導の取組ができ ・聴く活動を充実させるための研修会
学習指導 効果的な指導方法の工夫 ○習熟度別学習の計画的な実施 ４ かな指導ができた。 Ａ ている。 を実施する。

海洋教育の推進 ○各学年における総合的な学習の時間の単元内容と計 △月曜日の週案提出が徹底できた。今 ・少人数での習熟度別学習の効果 ・若年教員も増えているため，日常的に
画の見直し（随時） ３ 後は更なる教育活動の充実に向けた Ａ が見えるため，一層推進して頂 教室巡回や参観を行う。

質的向上が課題である。 きたい。
望ましい勤労観の育成 ○体験活動の充実（縦割り掃除，ボランティア体験，

３
○学校が多くの人の働きで支えられて Ａ ・学校の自己評価は適切である。 ・発達段階に応じたキャリア教育の内容

進路指導 委員会活動，係活動等） いることに目を向けることができる ・体験活動を充実させ，継続的な を整理する。
総 キャリア形成と自己実現 ○学級活動の時間において現在や将来に希望や目標を 児童が増えてきた。 指導をお願いしたい。 ・キャリアパスポートを活用し，計画的

もって生きる意欲や態度の形成 ３ △キャリアパスポートの有効活用が今 Ａ にキャリア教育を進めていく。
後の課題である。

校内生徒指導の充実 ○全教職員による児童理解会議の実施（毎月１回）
４

○配慮を要する児童への対応の留意点 Ａ ・学校の自己評価は適切である。 ・児童理解委員会における視点を明確に
を共通理解することができた。 ・全職員による指導体制が整えら し，児童対応について多様な視点から

教育相談の充実 ○学校生活アンケート等と関連した面談の実施（毎回） ○SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)，SSW（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰ れ，期待できる。 検討することができるようにする。
生徒指導 ○スクールカウンセラー（ＳＣ）・スクールソーシャル ３ ｶｰ)を定期的に活用することができ、 Ａ ・情報を共有し，子どもの言動の ・SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)，SSW（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ)

括 ワーカー（ＳＳＷ）の活用（日常） 活用率が上がった。 要因を考えることが必要だと思 との連携の在り方を具体化し，効果的
問題行動への組織的対応 ○児童理解会議（毎月１回）と関係者によるケース会 ○児童理解会議を定期的に行い，児童 う。 に活用できるようにする。

議（適宜）を活用した具体的対応の共有とその実施 ３ の状況を共通理解すると共に，全職 Ａ ・児童理解会議で共通理解を図る ・報告・連絡・相談を徹底することで，
○問題行動等の早期解決 員で共通する対応の仕方を確認でき ことは，共通での対応につなが 組織的対応ができるようにする。

組織的な取組とすることができた。 りよいことだと思う。
保健管理体制 ○環境衛生（教室換気，採光，トイレ，飲料水等）の ○養護教諭が毎日，保健室に来室する ・学校の自己評価は適切である。 ・危険箇所等の情報は，教師だけでなく，

保健管理 管理（毎月の安全点検の活用）
４

児童の状況を具体的に報告したこと Ａ ・継続して取り組んで頂きたい。 子どもたちからも収集する。
的 ○保健室報告（毎日）の共有と終礼等での全体への で，児童の状況に応じて迅速に対応

周知 することができた。
校内の安全管理 ○毎月の安全点検の確実な実施 ○職員間で情報交換や連携を図りなが ・学校の自己評価は適切である。 ・子どもたちの安全のために，見守り隊

○校内施設等に係るけが等の減少（前年度比） ３ ら，設備等の安全点検を徹底するこ Ａ ・事故が起きないように管理を徹 や地域，警察，保護者などと更に連携
安全管理 とができた。 底して欲しい。 し，危険個所の解消に努めたり，危機

危機管理に関わる対応 ○避難訓練，防犯教室，交通教室等の実施（年４回） ○見守り隊やまち協の協力の基，連携 ・定期的な点検を実施して，事故 回避のための研修や行事を推進したり
評 ○通学路の安全点検、見守り隊との連携（適宜） ３ して通学路の安全を確保することが Ａ の未然防止等に取り組んで欲し する。

○近隣の学校間，地域との情報交換（年３回） できた。 い。
特別支援教育の推進 ○全教職員による児童理解会議の実施（毎月１回） ○児童理解委員会において，視点を明 ・学校の自己評価は適切である。 ・個別の指導計画，支援計画を交流学年

○個別の指導計画の作成とその実施と評価（学期１回） 確にした協議を行ったことで，配慮 ・子どものニーズに応じた指導が や学級と共有し，よりよい指導に努め
特別支援教育 ・交流学習の充実，通常学級の対応の充実 ３ を要する児童への共通理解と指導の Ａ 継続して行われよう，関係機関 る。

○個別の対応に向けた関係機関や保護者との連携（随 充実を図ることができた。 等との連携をお願いしたい。 ・発達障害の理解のための研修会を実施
時） する。

重点目標部会の機能化 ○重点目標三部会(学力・心・体力）の実施（毎月１回） ○ＰＤＣＡサイクルを重視し，各部会 ・学校の自己評価は適切である。 ・三部会の事前打合せと事後の全体会を
組織運営 ○各教職員の自己評価に基づく校務の遂行（学期１回） ３ の取組を順次改善しながら実施する Ａ 行い，ＰＤＣＡサイクルによる共通理

ことができた。 解・共通実践の充実を図る。
校内研修の推進 ○全員の授業公開と主題研究の日常化

４
○研究主任や主幹教諭を中心に，計画 Ａ ・学校の自己評価は適切である。 ・本年度，共通理解した目指す子ども像
的に実施することができた。 ・若い先生方がしっかり育ってい を基に研究主題，構想等を改善し，更

研 修 一般研修の推進 ○道徳，人権・同和教育，特別活動等に係る研修の推
４

△今後は，ＩＣＴの活用に向けた研修 Ａ くよう，職員の協働した研修が なる充実を図っていく。
進 を計画的に実施する必要がある。 充実することを望む。 ・ＩＣＴの研修を十分に行い，授業や家

初任者研修の充実 ○全員協力体制による初任者への指導・助言 ３ △若年教員が誰にでも相談できる雰囲 Ａ 庭学習での活用を進める。
気づくりを更に推進する。

教育目標の達成状況 ○重点目標の取組状況と達成状況の評価とその改善（毎 ４ ○毎月，取組評価を数値化し，具体的 Ａ ・学校の自己評価は適切である。 ・評価における数値の分析を深めるため
教育目標 ・本年度の重点目標 月） な改善策を検討することができた。 ・適切に評価を行い，改善が行わ に，三部会の取組をさらに充実させる。
学校評価 学校評価の実施と評価 ○学校の自己評価（学期１回）と学校運営協議会（学 ４ ○重点目標の具現化に向けて，定期的 Ａ れている。 ・児童の実態と取組の考察を行い，焦点

校関係者評価委員会）の実施（年３回） な評価を実施することができた。 化を図る。
情報提供のネットワーク体 ○学校通信や学年・学級通信等の定期的な発行，及び ○台風や大雨時の緊急連絡において迅 ・学校の自己評価は適切である。 ・情報のデータ化を進め，共有フォルダ

情報提供 制 緊急連絡メール配信やＭボードの定期的な発信 ４ 速に対応することがができた。 Ａ ・今後も地域との情報連携をお願 の有効活用を図る。
○地域の方との双方向性の情報連携 ○子ども達の頑張りを毎日発信するこ いしたい。 ・まちづくり協議会など情報発信の場を

とができた。 ・学校の様子がよく伝わる。 有効活用する。
保護者，地域住民等との連 ○家庭学習強調週間の設定（年３回） ○コロナ禍の状況に応じた体育学習発 ・学校の自己評価は適切である。 ・学校・地域連携協働活動の具現化に向

保護者・地域 携 ○学習参観，学校や地域の行事等の学校開放（随時）， 表会や学習発表会等を実施できた。 Ａ ・小中一貫教育における地域や保 けた推進を一層図っていく。
との連携 ○小中一貫教育における保護者，地域との連携（随時） ３ △学校・地域連携協働活動を周知して 護者，学校との連携を期待した

いくための広報活動が必要である。 い。
学校施設の環境整備 ○各教室，校舎内外の施設等の点検・整備

３
△季節等に応じた掲示物の工夫をする Ａ ・学校の自己評価は適切である。 ・校内における掲示板のねらいを明確に

教育環境整備 など，校内環境を充実させる。 ・施設等の点検整備は，定期だけ し，掲示物の内容の精選と充実を図る。
校内の環境整備 ○掲示板等の教育環境の整備（海洋教育コーナーの充

３
△年度当初に，掲示物に関する具体的 Ａ でなく，随時入念にお願いした

実） な計画を行う必要がある。 い。
◇ 評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）

・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである


